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美
郷
町
消
防
団（
永
井
久
雄
団
長
、
団
員
四
百
三
十
五
人
）の
出
初
式

が
一
月
四
日
、
仙
南
公
民
館
で
行
わ
れ
、
消
防
団
員
と
し
て
長
年
に
わ

た
り
功
績
の
あ
っ
た
八
十
一
人
、
三
団
体
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
消

防
・
防
災
活
動
へ
の
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

消
防
功
労
者

81
人
３
団
体
を
表
彰

�� 
�� 
�� 　

出
初
式
に
は
団
員
二
百
七
十
六
人
が
参

加
。
松
田
町
長
の
観
閲
と
分
列
行
進
を
役

場
仙
南
庁
舎
駐
車
場
で
行
っ
た
後
、
仙
南

公
民
館
で
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
松
田
町
長
は「
近
年
消
防
を
取
り

巻
く
環
境
は
一
段
と
そ
の
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
、
災
害
事
象
も
複
雑
・
大
規
模
化

の
傾
向
を
強
め
、
自
然
災
害
を
は
じ
め
予

測
し
が
た
い
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
が

増
大
し
て
い
る
。
本
町
と
し
て
も
改
め
て

災
害
に
対
す
る
消
防
防
災
体
制
の
充
実
及

び
強
化
の
必
要
性
を
認
識
し
、
今
後
と
も

住
民
の
皆
様
が
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
魅
力
あ
る
町
を
築
い
て
い
く
た
め
に

全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
決
意
で
あ
る
。

消
防
団
員
の
皆
様
に
も
、
消
防
人
と
し
て

高
い
誇
り
と
そ
の
職
務
の
重
要
性
を
深
く

認
識
し
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
即
応
で
き
る

よ
う
心
身
の
鍛
錬
に
努
め
て
い
た
だ
き
、

住
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
て
ほ
し
い
」と

式
辞
。

　
ま
た
、
永
井
消
防
団
長
は「
わ
れ
わ
れ
消

防
団
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
は
、
地
域
に
お

け
る
第
一
線
の
活
動
機
関
と
し
て
、
火
災

は
も
ち
ろ
ん
風
水
害
等
に
よ
る
災
害
を
な

く
し
、
地
域
住
民
の
安
全
を
守
る
こ
と
。

消
防
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
あ
ら
ゆ

る
災
害
に
即
応
で
き
る
心
身
の
鍛
錬
に
努

め
、
住
民
の
厚
い
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
新
た
な
決
意
を
も
っ
て
一
層

精
進
し
て
ほ
し
い
」と
訓
辞
し
ま
し
た
。

◆

　
昨
年
は
大
仙
市
仙
北
市
美
郷
町
支
部
の

管
内
で
六
十
件
の
火
災
が
発
生
。
そ
の
う

ち
、
美
郷
町
で
は
九
件
の
火
災
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
と
し
は
火
災
の
な
い
年
と
な
る
よ

う
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
か
ら
防

災
を
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

qw

er

①②消防功労者を表彰　③受賞者を代表して謝辞を述べる稲川高志さん（第13分団）　④万歳三唱で士気を高める



広報美郷 
平成18年2月号 

3

表
彰
さ
れ
た
方
　々（
敬
称
略
）

【
秋
田
県
知
事
表
彰
】

▼
有
功
章
＝
藤
嶌
猛（
第
１
分
団
部
長
）、
照

井
勇
一（
第
３
分
団
部
長
）、
森
元
猛（
第
５

分
団
部
長
）、
稲
川
高
志（
第
13
分
団
副
分
団

長
）

▼
40
年
勤
続
章
＝
三
浦
祐
孝（
副
団
長
）

▼
35
年
勤
続
章
＝
高
橋
英
喜（
第
10
分
団
分

団
長
）、
佐
々
木
徹
男（
第
11
分
団
副
分
団

長
）、
梅
川
幸
八
郎（
第
11
分
団
班
長
）、
久

米
秀
雄（
第
13
分
団
分
団
長
）、
千
葉
長
一

（
第
13
分
団
班
長
）

▼
30
年
勤
続
章
＝
高
橋
忠
美（
第
７
分
団
副

分
団
長
）、
照
井
孝
一（
第
13
分
団
班
長
）

▼
25
年
勤
続
章
＝
長
谷
川
一（
第
２
分
団
団

員
）、
照
井
毅（
同
）、

橋
雅
憲（
第
２
分
団

班
長
）、
荒
田
道
尾（
第
６
分
団
団
員
）、
戸

澤
靖
幸（
第
７
分
団
団
員
）、
武
藤
勤（
第
７

分
団
班
長
）、

橋
秀
勝（
第
８
分
団
班
長
）、

田
口
正
彦（
第
８
分
団
団
員
）、
木
村
和
男

（
第
11
分
団
部
長
）、
大
越
正
廣（
第
11
分
団

班
長
）、
佐
藤
準
一（
第
13
分
団
団
員
）

▼
20
年
勤
続
章
＝
深
澤
大
地（
第
２
分
団
団

員
）、
進
藤
義
弘（
第
３
分
団
団
員
）、
高
橋

尚
好（
第
６
分
団
団
員
）、
関
郁
夫（
第
７
分

団
団
員
）、
泉
広
司（
同
）、
高
松
純
一

（
同
）、
辻
隆
清（
同
）、
藤
原
茂（
第
８
分
団

団
員
）、
斉
藤
辰
美（
第
８
分
団
班
長
）、

佐
々
木
義
明（
第
８
分
団
団
員
）、
藤
井
龍
廣

（
第
10
分
団
班
長
）、
佐
々
木
正（
第
10
分
団

団
員
）

【
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

▼
勤
続
章（
10
年
）＝
中
村
誠（
第
１
分
団
団

員
）、
中
村
仁（
同
）、
佐
々
木
明
男（
第
２
分

団
班
長
）、
佐
々
木
研
司（
第
２
分
団
団

員
）、

橋
勇（
同
）、
田
口
浩
芳（
第
３
分
団

団
員
）、
渡
邉
寿（
第
５
分
団
団
員
）、
佐
久

間
忍（
第
６
分
団
団
員
）、
畠
山
祥（
第
７
分

団
団
員
）、
右
谷
賢
司（
同
）、
高
橋
清
志

（
同
）、

橋
聡
史（
第
８
分
団
団
員
）、
石
川

博
定（
同
）、
佐
々
木
祐
弘（
第
11
分
団
団

員
）、
鶴
谷
茂（
同
）、

橋
武
彦（
第
12
分
団

団
員
）

【
秋
田
県
消
防
協
会
大
仙
市
仙
北
市
美

郷
町
支
部
長
表
彰
】

▼
勤
続
章（
７
年
）＝
井
関
優（
第
10
分
団
団

員
）、
中
野
満（
同
）、
高
橋
剛（
同
）、
梅
川

浩
孝（
同
）、
加
藤
廣（
第
12
分
団
団
員
）

【
美
郷
町
消
防
団
長
表
彰
】

▼
精
勤
章
＝
煙
山
康
晴（
第
１
分
団
団
員
）、

藤
本
貢
悦（
第
２
分
団
団
員
）、
細
井
誠
真

（
同
）、
戸
澤
清
良（
同
）、

橋
忍（
同
）、

階
充（
第
３
分
団
団
員
）、
鈴
木
直
樹（
第
５

分
団
団
員
）、
武
田
弘（
同
）、
篠
塚
忠
浩（
第

７
分
団
団
員
）、
佐
藤
忠
雄（
第
11
分
団
団

員
）、
伊
藤
学（
同
）、
梅
川
清（
同
）、
大
澤

一
支（
同
）、
鈴
木
正
章（
第
12
分
団
団
員
）、

鈴
屋
和
美（
第
13
分
団
団
員
）

【
美
郷
町
長
感
謝
状
】

▼
消
防
協
力
者
＝
鈴
木
邦
子（
美
郷
町
六
郷
）

▼
無
火
災
分
団
＝
第
７
分
団（
４
年
間
無
火

災
）、
第
10
分
団
、
第
11
分
団（
３
年
間
無
火

災
）

▼
退
団
者
＝
伊
藤
福
章（
元
副
団
長
）、
小
澤

信
夫（
元
分
団
長
）、
鶴
谷
豊
作（
元
副
分
団

長
）、
田
口
富
二
雄（
同
）、
橋
美
晴（
元
部

長
）、
藤
井
久
雄（
元
班
長
）、
大
久
保
良
美

（
同
）、
京
野
祐
孝（
元
団
員
）、
佐
々
木
正
則

（
同
）
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⑤⑥各団とも堂々の分列行進　⑦13の分団が一同に整列


